
様式第１号                                    

「小さな生き物たちと育むお米」ロゴマーク使用申請書 
 

令和  年  月  日 

長岡市長 様 

申請者名  長岡農産（長岡米穀） 

（代表者名）  代表 長岡 太郎 

住  所  長岡市〇〇町〇番〇号 

 

小さな生き物たちと育むお米ロゴマーク使用取扱要領に基づき、下記のとおり申請します。 

なお、申請内容に変更があった場合は、速やかにその内容を申請します。 

 

記 

 

１ ロゴマークの使用対象とするお米 

生産者 長岡農産（自社）  ← 米穀販売業者の方は、仕入れ先の農業者名を記入 

品 種 コシヒカリ、こしいぶき 

取 組 

（☑ をつける） 

☑ 有機栽培          □ ５割低減＋堆肥の施用 

□ ５割低減＋緑肥の施用    □ ５割低減＋総合防除 

□ ５割低減＋炭の投入 

※ 堆肥の施用、緑肥の施用、総合防除は長期中干、湛水不実施、秋耕のいずれ

かを併せて実施すること 

 

２ ロゴマークの使用の様態（☑ をつけてください） 

  ☑ 米袋にシールを貼付        □ 包装容器（段ボール等）にシールを貼付 

  □ 米袋にロゴマークを印刷      □ 包装容器（段ボール等）にロゴマークを印刷 

  □ チラシにロゴマークを印刷     ☑ web（商品ページ）にロゴマークを表示 

  □ その他（             ） 

 

３ ロゴマークの使用計画 

使用数量（見込） ５００個 
（継続申請の場合）シール在庫枚数【8 月 31 日時点】 

5０個  ← 継続して使用される方のみ記入 

使用期間（予定）  使用許可日から 令和９年 ８月 31日まで 

販路（予定） 直売場〇〇 、 ECサイト（楽天） 、 〇〇米穀 、店頭 

 

４ お米の管理体制（対象となるお米とそれ以外のお米が混ざらないよう、どのような管理体制をとっているか記載して下さい） 

例１：当社は、全量を環境保全型農業で栽培している。 

例２：環境保全型農業で栽培したお米は、その他のお米と収穫・調整・保管を別にしているため混同しない。 

例３：取引先の〇〇農場は、全量を環境保全型農業で栽培しており、当社でも他の生産者のものと混ざらない管理をし

ている。    など 

 

 

 

記入例 

 
マークをつける方が申請者とな

ります。 

 
マークを付けて販売

する品種を全て記入 

（産年は問わない） 

 
環境直払に申

請した取組す

べてに  

 
使用する可能

性がある形態

すべてに  

 
１年間に見込

まれる販売数

を記載 

 
原則として、 

申請年の９月１日から

翌年８月３１日まで 


